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大
会
に
参
加
し
て
…

世
界
と
の
親
交
を
深
め
る
野
球
大
会

世界少年野球大会
　

１
９
９
０
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、今

年
で
19
回
を
迎
え
る
世
界
少
年
野
球
大

会
。日
・
米
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
で
あ
る
王

貞
治
氏
と
ハ
ン
ク・ア
ー
ロ
ン
氏
が
提
唱
し
、

「
正
し
い
野
球
を
全
世
界
に
普
及
、発
展

さ
せ
る
と
と
も
に
世
界
の
少
年
少
女
に

友
情
と
親
善
の
輪
を
広
げ
る
」た
め
の
大

会
だ
。「
心
を
つ
な
ご
う　
あ
い
ち
で
世
界

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」を
テ
ー
マ
に
７
月
30
日
、

愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
公
園
野
球
場
で
開
会

さ
れ
た
。

　

世
界
20
か
国
、２
７
４
人
の
子
供
た

ち
が
集
ま
り
、元
気
よ
く
行
進
し
始
ま
っ

た
開
会
式
。大
会
を
主
催
す
る
世
界
少
年

野
球
推
進
財
団
、王
貞
治
理
事
長
も
会

場
を
訪
れ
、子
供
た
ち
に「
野
球
を
通
じ

て
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

交
流
試
合
と
同
じ
時
期
に
開
催
さ
れ

た
野
球
教
室
は
熱
田
神
宮
公
園
野
球
場

と
球
技
場
で
行
わ
れ
た
。国
際
野
球
連

盟（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｆ
）の
選
任
コ
ー
チ
が
講
師
を

務
め
、世
界
16
か
国
の
10
〜
11
歳
の
少
年

少
女
が
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
野
球
の

楽
し
さ
、基
礎
を
学
ん
だ
。教
室
の
初
日

は
、野
球
の
道
具
を
触
る
こ
と
か
ら
始
め
、

特
別
に
作
ら
れ
た
64ｇ
の
小
さ
く
て
軽
い

ボ
ー
ル
、短
め
の
バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
、

こ
の
大
会
用
に
作
ら
れ
た
新
し
い
道
具
で
、

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
、受
け

取
り
方
、打
ち
方
な
ど
野
球
の
基
礎
を
練

習
し
た
。

　

野
球
の
ル
ー
ル
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
で

学
び
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
水
を
ま
い
て
行
う

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
練
習
な
ど
、遊
び
感
覚
で

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
数
多
く
組
ま
れ
て

お
り
、元
気
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
言

葉
が
通
じ
な
く
て
も
大
丈
夫
」と
元
気
よ

く
話
を
し
て
く
れ
た
。今
年
、参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
明
る
く
、ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
か
か
る
子
ど
も
も
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
と
い
う
。イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
と
国

際
交
流
試
合
を
し
た
六
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
監
督
と
小
学
６
年
生
の
投
手
は「
初
め

て
の
体
験
で
と
っ
て
も
楽
し
く
野
球
が
で

き
た
」と
話
を
し
て
く
れ
た
。９
日
間
に

渡
り
開
催
さ
れ
た
世
界
少
年
野
球
大
会

は
、子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、大
会
に

携
わ
っ
た
者
全
員
に
野
球
と
国
際
交
流

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
、幕
を
閉
じ
た
。

国際交流試合

開催要項

開会式

グッドウィルパーティ

野球教室に参加する16か国の少年少女と、
国際交流試合に参加する海外4チーム、名古
屋市内の4チーム、総勢274人の子どもたちが
元気よく入場した

大会期間の終了
目前にあたる8月
3日に「アイリス愛
知」で行われた
パーティーは、大
会期間を通じて
交流を深めた参

加者たちが、それぞれの国の伝統的な歌や踊
りなどを披露し、各国間の友好をより深くした。
会場はパフォーマンスごとに大歓声が起こり、
とても盛り上がったパーティとなった。

上がった盆踊り
など、海外から招
待選手たちが日
本の文化に触
れることができる
プログラムが組ま
れ、笑顔の絶えな
い 交 流 会 と
なった

7月31日に東海市市民体育館にて開催された
交流会には、野球大会参加者や地元小学生
など300人を超す参加者が集まった。日本ど真

ん中まつり出演の
「名和っ子猩猩」
による演舞鑑賞と
鳴子を手に踊る体
験、「嚶鳴座」によ
る和太鼓の演奏
鑑賞や体験、全員
が輪になり盛り

交流会

交流行事の詳細
山車披露・体験と祭囃子演奏（横須賀まつり保存
会）、和太鼓演奏・体験（嚶鳴座）、盆踊り体験（国
際交流協会）、郷土芸能披露（こども御殿万歳）、
よさこい踊り（名和っ子猩猩）※プログラム順

●主　　催：財団法人 世界少年野球推進財団、愛知県、開催市等
    （WCBF：WORLD CHILDREN'S BASEBALL FOUNDATION）
●開催期間：平成20年7月28日～8月5日
●開催会場
　開会式：瑞穂公園野球場　

　閉会式：熱田神宮 
　　　　　公園野球場

　開催地：名古屋市、
　　　　　一宮市、
　　　　　豊田市、
　　　　　東海市
　宿泊地：愛知県美浜少年
　　　　　自然の家

山車を肩に担ぐ
少年たち

▲

▲参加した子どもたちに声援を送る
　WCBF理事長の王貞治氏

野
球
の
基
礎
を

遊
び
感
覚
で
学
ぶ

▲子どもたちに丁寧に指導するIBAF選任コーチ

7月30日、瑞穂公園野球場で第19回世界少年野球大会愛知・名古屋大会実行委員会
会長 村田兆治さんの始球式で始まった国際交流試合。参加チームはオーストラリア、カ
ナダ、イタリア、台湾の海外4か国・地域、開催市の20チーム総勢360名。試合ルール
は全試合5回戦、60分を超えて新イニングには入らないWCBFのルールで開催された。

▲



日本人ブラジル移住100周年

AICHI 2008 日本ブラジル交流年記念事業
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ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
中
の
神
田
真
秋
知
事
は
、

８
月
11
日
に
同
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
福
祉
協
会
を
訪

れ
、上
原
幸
啓
会
長
に
寄
贈
図
書
目
録

を
直
接
手
渡
し
た
。

　

こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
福
祉
協
会

へ
約
３
０
０
０
冊
の
図
書
を

寄
贈
す
る
と
い
う
も
の
で
、

愛
知
県
の
地
域
情
報
や
日

本
文
化
に
関
す
る
書
籍
な

ど
を
通
じ
て
、愛
知
県
へ
の

理
解
を
深
め
、両
国
の
交
流

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
中
に
は
実
際
の
本

が
協
会
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
福
祉
協
会
へ
図
書
を
寄
贈

　

午
後
３
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
交
流
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
、整
理
券
を
求
め
て
朝
早
く

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、開
始
前
に
は
会

場
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ

た
。最
初
に
演
奏
し
た
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
楽

曲
で
会
場
は
急
激
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、ジ

ル
ベ
ル
ト・ジ
ル
氏
の

演
奏
時
に
は
観
客
の

テ
ン
シ
ョ
ン
も
最
高

潮
に
高
ま
り
、演
奏

者
や
観
客
、そ
し
て

会
場
す
べ
て
が
一
体

と
な
っ
た
。

国
境
の
な
い
音
楽
を

通
じ
て
感
じ
る
一
体
感

苦
労
や
大
変
な
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
は

想
像
に
あ
ま
り
あ
る
が
、今
、み
な
さ
ん
の

活
躍
を
見
て
誇
り
に
思
い
ま
す
」と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
中
は
、ア
レ
ン
カ
ー
ル
副

大
統
領
や
外
務
省
の
ジ
ャ
グ
ァ
リ
ベ
第
二

政
務
副
次
官
、マ
イ
ア
在
外
ブ
ラ
ジ
ル
人

社
会
担
当
副
次
官
と
の
懇
談
や
、数
多
く

の
公
務
を
行
い
、日
本
・
愛
知
と
ブ
ラ
ジ
ル

の
友
好
を
よ
り
強
く
深
い
も
の
と
し
た
。

ま
た
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
愛
知
県
人
会
と
の
交

流
も
深
め
た
。

50
年
と
100
年
、節
目
の
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問

　

日
本
人
が
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し

て
か
ら
１
０
０
年
目
に
あ
た
る
今
年
は

「
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
」と
さ
れ
、全
国

各
地
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。な
か
で
も
愛
知
県
は
、日
本
一

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
い
県
と
し
て
、交
流
年
を

祝
い
、さ
ら
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
友
好
と
多
文

化
共
生
を
進
め
る
た
め
、６
月
３
日
に

「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

２
０
０
８ 

日
本
ブ
ラ
ジ
ル

交
流
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」を
設

立
し
、事
業
計
画
を
決
定
し
た
。

　

最
初
の
事
業
計
画
と
し
て「
愛
知
ブ
ラ

ジ
ル
交
流
フ
ェ
ス
タ
」が
企
画
さ
れ
、９
月

14
日
に
名
古
屋
市
中
区
の
久
屋
広
場
・

エ
ン
ゼ
ル
広
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
愛
知
県
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

小
中
学
生
が
ダ
ン
ス
を
発
表
し
た
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
伝
統
的
な
格
闘
技「
カ
ポ
エ
イ

ラ
」の
披
露
、日
本
人
と
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
一

緒
に
学
ぶ
東
浦
町
立
石
浜
西
小
学
校
児

童
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

今
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
記
念
イ
ヤ
ー

▲ブラジル日本文化福祉協会の上原幸啓会
　長に図書目録を手渡す神田真秋知事

現地時間の8月10日午前
10時より、サンパウロ市
内にある愛知県人会館
にて開催された、愛知県
人会創立50周年記念式
典の様子。県人会会長
の豊田瑠美氏の挨拶や
歴代会長の活躍の紹介、
来賓祝辞などのプログラ
ムが執り行われた。参加
者は約500人で、記念品
の贈呈などもあった

▲ダンスを披露する石浜西小学校の児童

ブラジル愛知県人会
創立50周年記念事業

アレンカール副大統領との
懇談にて、愛知とブラジル
の友好のメッセージを刻ん
だ盾を進呈した

マイア在外ブラジル人社会担当副次官
（右から二人目）との懇談風景

ブラジル音楽界のトップを40年以上キープし、ブラジル前文化大臣のベルト・ジル氏と、「島唄」でおなじみの
宮沢和史氏率いる GANGA ZUMBAの交流コンサートは、多くの人が訪れ盛り上がった

「愛知ブラジル交流フェスタ」事業
　●2008年9月14日
　●久屋広場・エンゼル広場
「愛知ブラジル小学生フットサル交流大会」事業
　●2008年10月12日
　●大洋薬品オーシャンアリーナ他
「愛知ブラジル小学生フットサル教室IN豊橋」事業
　●2008年10月19日
　●豊橋フットサルクラブ

主催／AICHI 2008 日本ブラジル交流年記念
　　　事業実行委員会（会長：神田知事）

　

８
月
上
旬
、神
田
真
秋
知
事
は
ブ
ラ
ジ

ル
愛
知
県
人
会
創
立　

周
年
記
念
式
典
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
愛
知
県
人
会
総
会
に
出
席

等
の
た
め
、ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
へ
渡
航
し
た
。

　

愛
知
県
を
代
表
し
て
副
議
長
、県
議
会

海
外
調
査
団
等
と
と
も
に
式
典
に
参

加
し
た
神
田
真
秋
知
事
は
、「
今
年
は
移

民
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
で
あ

り
、今
年
の
６
月
に
は
皇
太
子
殿
下
も
訪

問
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
１
０
０
年
間
で

亡
く
な
っ
た
方
、活
躍
中
の
方
、そ
れ
ぞ
れ

５０

▲ブラジル料理の屋台販売も実施され、
　多くの人がその味を楽しんだ

AICHI 2008 日本ブラジル交流年記念事業
「愛知ブラジル交流フェスタ」

上記事業は、外務省の「日本ブラジル交流
年事業」に認定された事業です

▲

▲

式典の中のアトラクション



一色町一色町

弥富市

常滑市

中部国際
空港

田原市

豊橋市

豊川市豊川市

豊根村豊根村

豊川市

豊根村

安城市

碧南市

西尾市

高浜市

半田市

知多市

豊明市

大府市

美浜町美浜町

東海市東海市

犬山市犬山市

小牧市小牧市

岡崎市

尾張旭市

日進市

刈谷市

知立市

新城市新城市

蒲郡市

新城市

長久手町

春日井市

瀬戸市

豊田市豊田市

稲沢市

高速道路・自動車道

主要JR線・JR新幹線

愛西市愛西市
蟹江町蟹江町

美浜町

東海市

犬山市

小牧市

愛西市
蟹江町

一宮市一宮市

豊田市

一宮市

江南市

岩倉市

津島市

清須市

北名古屋市

名古屋市名古屋市名古屋市

■資料：農林水産省
　「平成18年生産農業所得統計」
　「平成18年海面漁業生産統計調査」

とらふぐ
全国シェア　13.6％

うずら卵
全国シェア　68.6％

ふき
全国シェア　41.3％

あさり類
全国シェア　30.0％

しそ
全国シェア　55.9％

きく
全国シェア　32.2％

洋ラン（鉢）
全国シェア　24.3％

繊維工業
全国シェア　14.2％

窯業・土石製品製造業
全国シェア　10.6％

航空機生産
全国シェア　52.6％

普通乗用車
全国シェア　56.3％

産業用ロボット
全国シェア　20.3％

ばら
全国シェア　14.3％

シクラメン（鉢）
全国シェア　14.4％

いちじく
全国シェア　29.9％

飛
躍
の
た
め
に

　
　
　　

一
歩
踏
み
出
す

愛知県の基礎データ

これが愛知の底力

県の木

あいちの魅力のひとつ、それは「日本一」がたくさんあること。
今まで知らなかった、あいちの底力をご紹介します。あいちの

を大公開します！

ハナノキ
（昭和41年選定）

県の花
カキツバタ
（昭和29年選定）

コノハズク
（昭和40年選定）

クルマエビ
（平成2年選定）

※出所：平成19年10月1日現在、
　愛知県土地水資源課愛知県庁

本庁舎

※平成20年9月1日現在、愛知県
　人口動向調査結果より

行政区分
35市24町2村

県庁所在地
名古屋市

県の鳥

愛知県の面積
5,162.69km２　 7,396,168人　

愛知県の人口

県の魚

▲
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伝統と進化（究極のせとものブランド）
伝統と進化（常滑焼フローライフ）
研究と創造（アイリスナガラ）（愛知108号）
景観資源で紹介した市町村（オレンジ）

COP10（名古屋国際会議場）
あいちトリエンナーレ2010
知の拠点
イデアのひろば
世界少年野球大会の開催地等市町村（緑色）

○
○
○

○
○
○
○

1
2
3

4
5
6
7

P3・4
P4
P5・6
P8
P9
P10
P11
P12
P13・14

農　業
水産業

名古屋港

港湾別総貿易額（輸出＋輸入）
7年連続全国１位
16兆7,500億円

貿　易

本誌掲載記事に関
する場所を地図上に
番号表記しました

■

　

愛
知
県
は
、モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
世
界
的
な
集
積
地
で
あ
る
と
と
も
に
、全
国
有
数
の
農
業
県
で
も
あ
る
な
ど
、県
内

各
地
域
で
、特
色
を
生
か
し
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、こ
れ
ま
で
県
全
体
と
し
て
高
い
活
力
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
知
の
活
力
を
維
持
し
、さ
ら
に
飛
躍
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、今
、県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、本
誌
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。陶
磁
器
産
地
に
お
け
る
若
手
有
志
に

よ
る
新
感
覚
の
製
品
開
発
、農
業
総
合
試
験
場
に
お
け
る
新
し
い
系
統
豚
づ
く
り
、「
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
」と
い
う

環
境
に
配
慮
し
た
交
通
手
段
の
利
用
を
広
め
て
い
く
取
り
組
み
な
ど
、愛
知
で
の
新
し
い
動
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、２
０
１
０
年
に
向
け
て
本
県
が
重
点
的
に
進
め
て
い
る
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
10（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回

締
約
国
会
議
）、国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０
」、次
世
代
産
業
創
出
を
目
指
す「
知
の
拠
点
」づ
く
り
、

及
び
愛
・
地
球
博
記
念
公
園「
イ
デ
ア
の
ひ
ろ
ば
」に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

本
誌
を
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、愛
知
の
新
し
い
魅
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

工　業

■資料：経済産業省「平成19年工業統計速報」
　（従業員4人以上の事業所）

製造品出荷額等
31年連続全国１位
全国シェア　14.1％
47兆4,000億円

■資料：（社）日本港湾協会「数字でみる港湾２００８」
三河港

輸入自動車の台数及び金額
15年連続全国１位
台数／１１４,３３４台　金額／３,４８７億円

■資料：豊橋税関支署「平成１９年分三河港貿易概況（速報）」

江戸期大名の約7割が愛知に
ゆかりあり

大　名
■資料：愛知県「武将観光パンフレット」

有効求人倍率
1.95倍

労　働
■資料：厚生労働省「職業安定業務統計（平成１９年）」

人口に占める外国人登録者数の割合
3.02％（人数 22万2千人）

人　口
■資料：法務省「２００７年（度）年報　登録外国人統計」

全国有数の農業県

■資料：経済産業省「平成18年工業統計」

■資料：中部経済産業局調べ（平成18年）

（岐阜県を含む）
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